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津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の
進
捗

大
規
模
災
害
時
対
策

　

命
山
構
想
の
10
月
末
現
在
の
進

捗
状
況
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
14

基
は
平
均
約
27
％
、
三
和
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
は
約
12
％
、

避
難
路
な
ど
は
22
カ
所
中
17
カ
所
、

大
湊
お
よ
び
三
和
小
学
校
の
外
付

け
階
段
の
整
備
は
完
了
し
て
い
ま

す
。
高
知
東
部
自
動
車
道
路
へ
の

避
難
路
進
入
口
４
カ
所
は
平
成
26

年
度
中
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、
「『昔のようなにぎわいを取り戻してもらいた
い』と、いつも『ごめん』を気にかけていた名
誉市民の『やなせたかし』先生が10月13日に
亡くなられました。心からお悔やみを申し上げ、
ご冥福をお祈りいたします。ハガキでごめんな
さい全国コンクールの発案や、やなせたかしロ
ードの設置協力など『ごめん』のブランド化と
地域の活性化にご尽力をいただいた先生のご功
績には、心から感謝しています。
　国民の生活に大きな影響を及ぼすＴＰＰ交渉
は、年内妥結を目標に進められています。政府
は、農産物の重要５品目を『聖域』とし、関税
撤廃はしないという方針でしたが、交渉過程で
586品目に細分化し、関税維持を撤廃できるか
どうかの検討に入りました。自民党は、『重要
５品目を“聖域”として守る』、『確保できない
場合は脱退も辞さない』と選挙公約に掲げてい
ました。安倍首相は『公約をたがえてはならな
い』とする一方『国益を追及する政府の方針に
何ら変更はない』と強調しています。説明責任

を果たし、交渉内容や進捗状況を明らかにする
とともに、慎重に交渉してもらいたい。高知県
議会９月定例会で『重要５品目の聖域すら守れ
ないＴＰＰ交渉参加から撤退することを求める
意見書』が全会一致で可決されました。第１次
産業が基幹産業である高知県には、壊滅的な影
響があり、本市の産業振興にも大きな影響を与
える問題です。政府は、大規模農家への集約を
図ることを念頭に、減反政策の廃止を検討して
います。本市では、ＴＰＰ問題と併せ、小規模
農家が多い本市の農業の将来を見据え、日本の
農業を守り育成することを主眼として、地域経
済を発展させるよう望みます。
　南海トラフ地震特措法が11月22日に成立し、
避難場所や避難経路の整備、津波避難対策特別
強化地域の指定、集団移転に関連した福祉施設
等の高台移転の支援などが盛り込まれました。
今後制度設計される支援策を検討し、地震・津
波対策に活用したいと考えています」と述べた
後、主要な課題について報告しました。（内容は、
あらましです）
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下
水
道
業
務
継
続
計
画
を
策
定

　

高
知
県
下
水
道
地
震
・
津
波
対

策
検
討
委
員
会
が
下
水
処
理
場
の

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

被
害
想
定
の
結
果
な
ど
を
検
討
し
、

11
月
に
高
知
県
下
水
道
地
震
・
津

波
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
本
市
の
下
水
道
総
合
地

12月６日

　

応
急
給
水
活
動
協
力
協
定
締
結

　

大
規
模
災
害
時
の
速
や
か
な
応

急
活
動
を
図
る
目
的
で
、
10
月
22

日
に
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
や
検
針
員
に
給
水
タ
ン
ク

運
搬
や
応
急
給
水
作
業
な
ど
の
応

急
活
動
の
協
力
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
順
次
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

航
空
機
事
故
を
想
定
し
た
訓
練

　

高
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・

　

応
援
合
同
訓
練
を
実
施

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

を
見
据
え
、
高
知
県
内
15
全
消
防

本
部
な
ど
に
よ
る
初
め
て
の
高
知

県
緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・
応
援

合
同
訓
練
が
９
月
27
・
28
日
に
高

知
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
消
防

本
部
か
ら
は
消
火
部
隊
と
し
て
、

応
援
訓
練
に
参
加
し
、
野
営
訓
練
・

消
火
訓
練
な
ど
の
連
携
活
動
を
実

施
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
高
知
県

隊
編
成
時
に
お
け
る
派
遣
隊
員
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
応
援
を
要
請
す
る
場
合
に
備

え
、
本
市
で
の
受
援
訓
練
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運

　

営
の
研
修
や
訓
練

　

10
月
10
・
11
日
に
被
災
地
の
福

祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に
つ
い

　

10
月
31
日
に
航
空
機
事
故
を
想

定
し
、
高
知
空
港
事
務
所
に
合
同

対
策
本
部
の
設
置
・
運
用
、
情
報

収
集
・
伝
達
、
関
係
機
関
の
参
集
、

消
火
活
動
や
被
災
者
誘
導
、
医
療

救
護
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た

総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た

　

実
証
運
行

中
山
間
地
域
の
交
通
対
策

　

白
木
谷
お
よ
び
八
京
地
区
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
実
証
実
験
を

10
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
運
行
は
、
10
日
間
37
便
、

乗
車
人
数
は
22
人
、
平
均
乗
車
率

0.6
人
で
、
運
行
開
始
時
か
ら
徐
々

に
利
用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
利

用
者
か
ら
は
「
大
変
助
か
っ
て
い

る
」
と
の
声
も
あ
り
、
今
後
は
、

乗
車
人
数
の
推
移
を
見
て
、
よ
り

効
果
的
な
公
共
交
通
と
な
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

　

ワ
ン
セ
グ
対
策
の
実
施

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

対
策

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
係

る
難
視
聴
対
策
は
、
十
市
東
組
テ

レ
ビ
共
聴
組
合
の
工
事
が
終
了
し
、

地
デ
ジ
放
送
移
行
に
よ
る
共
聴
施

設
整
備
事
業
は
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
共
聴
施
設
整
備
お
よ
び

高
性
能
ア
ン
テ
ナ
対
策
に
よ
る
難

視
聴
解
消
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
、

総
務
省
が
ワ
ン
セ
グ
対
策
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
対
象
の
２
世
帯
へ
の
説
明
な

ど
の
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
・
が
ん
検
診

広
域
健
診
・
検
診

　

日
頃
か
ら
乳
幼
児
健
診
の
受
診

勧
奨
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
受
診

率
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
県
が

健
診
未
受
診
児
を
対
象
に
、
県
下

５
カ
所
で
広
域
健
診
を
協
働
し
て

実
施
し
ま
す
。
が
ん
検
診
に
つ
い

て
も
、
本
年
度
の
未
受
診
者
が
ど

こ
の
市
町
村
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
、
広
域
が
ん
検
診
を
県
下
22
カ

所
で
実
施
し
ま
す
。

　

乳
牛
の
飼
育
審
査

畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
21
回
南
国
・
香
美
・
香
南
畜

産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
２
日

に
高
知
農
業
高
校
放
牧
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
３
市
の

酪
農
家
が
日
頃
か
ら
入
念
に
手
入

れ
を
し
て
い
る
乳
牛
の
飼
育
の
審

査
が
行
わ
れ
、
本
市
の
酪
農
家
が

５
部
門
中
２
部
門
で
最
優
秀
賞
を

獲
得
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ス
ト
ア

ダ
ー
賞
（
乳
器
賞
）
に
も
輝
き
ま

し
た
。

　

園
児
の
ぬ
り
絵
や
パ
ネ
ル
展
示

地
球
温
暖
化
・
環
境
問
題

　

９
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
え
こ
ら
ぼ
の
協
力
に
よ
り
、

庁
舎
１
階
ホ
ー
ル
で
、
た
ち
ば
な

幼
稚
園
児
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関

す
る
ぬ
り
絵
や
、
地
球
温
暖
化
に

関
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
や
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
ビ
デ
オ
を
放
映
し
ま
し
た
。
来

庁
者
に
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
広
く
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

棚
田
で
の
稲
刈
り
体
験

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｊ
Ａ
南
国
市
主
催
の
第
17
回
米

づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー
の
稲
刈
り

体
験
が
10
月
７
日
に
上
倉
地
区
の

棚
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
章
お

よ
び
大
湊
小
学
校
の
児
童
が
、
収

穫
の
喜
び
を
親
子
で
体
験
し
ま
し

た
。
児
童
ら
が
農
作
業
を
通
し
て
、

景
観
・
環
境
保
全
を
含
め
た
棚
田

で
の
稲
作
農
業
の
位
置
付
け
と
重

要
性
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給
食

米
の
生
産
現
場
を
親
子
で
確
認
し
、

生
産
農
家
と
の
交
流
を
通
し
て
農

　

全
国
中
学
駅
伝
へ
の
切
符
な
ど

自
由
研
究
や
部
活
動
の
成
果

　

第
65
回
高
知
県
小
中
学
生
科
学

研
究
発
表
会
で
、
最
優
秀
の
大
倉

理
科
研
究
賞
を
香
長
中
学
校
２
年

生
の
石
川
瑞
穂
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。
第
20
回
県
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
で
は
、
北
陵
中
学
校
が

初
の
ベ
ス
ト
４
に
入
り
ま
し
た
。

11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
第
64
回
高

新
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
は
、

香
長
中
学
校
女
子
が
７
年
ぶ
り
８

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
中

学
駅
伝
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
男
子
は
、
北
陵
中
学
校
が
最

後
ま
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

卓
球
と
サ
ッ
カ
ー
競
技

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高

知
２
０
１
３
高
知
大
会
は
、
10
月

26
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
27
・
28
日

に
卓
球
競
技
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
吾
岡
山

文
化
の
森
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
両
競
技
と
も
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら

の
参
加
者
に
と
っ
て
、
思
い
出
深

い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

除
幕
式
と
門
出
の
ま
つ
り

貫
之
の
書
「
月
」
字
の
碑

　

第
30
回
土
佐
日
記
門
出
の
ま
つ

り
が
、
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
の
前
に
紀
貫
之
の
書

と
言
わ
れ
て
い
る
「
月
」
字
の
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
式
典
で
は

国
府
小
学
校
児
童
に
よ
る
土
佐
日

記
朗
読
奉
納
な
ど
、
土
佐
日
記
を

記
し
た
紀
貫
之
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

震
対
策
計
画
や
下
水
道
業
務
継
続

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

て
、
広
域
福
祉
避
難
所
協
定
を
締

結
し
た
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
、

宮
城
県
石
巻
市
の
福
祉
避
難
所
に

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
12
月

13
日
に
福
祉
避
難
所
協
定
締
結
施

設
や
今
後
協
定
締
結
を
予
定
し
て

い
る
福
祉
施
設
な
ど
を
対
象
に
講

演
会
を
実
施
し
、
２
月
に
は
広
域

福
祉
避
難
所
に
お
け
る
情
報
伝
達

を
中
心
と
し
た
避
難
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

建設中の「津波避難施設大湊小南タワー」


